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  上久屋神社 

 上久屋神社は、日枝神 

社があった場所に武尊神 

社、十二山神社を明治４ 

１年（１９０８）に合祀 

し上久屋神社となり、祭 

神は日本武尊、建御名方 

命、大山祗命などです。 

 上久屋神社には、６間、４間の神楽殿があり、元は廻り舞

台だったようですが、今では事務所などに活用されています。 

 上久屋神社の本殿（写真上）は、総欅づくりで、大正時代

に榛名神社の西の方にあった諏訪神社を５円で買い、解体せ

ずそのままの形でここまで運搬したといわれています。 

 拝殿の天井には、修復された天井絵がきれいによみがえり

ましたが、この絵は戦

前、利根南小学校の生

徒が、手本となる絵の

本を見ながらそれぞれ

の生徒が描いたもの

で、絵には描いた生徒

の名前を見ることがで

きます。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
自
ら
の
政
治
資
金
に
つ
い
て
疑
惑
が
指
摘
さ
れ
た
小
渕
経
済
産
業
大
臣
と
、
選
挙
区
で

「
う
ち
わ
」
を
配
布
し
た
と
し
て
公
職
選
挙
法
違
反
で
刑
事
告
発
さ
れ
た
松
島
法
務
大
臣
が
、
同
じ
日
に

相
次
い
で
辞
任
し
ま
し
た
が
、
小
渕
氏
と
松
島
氏
は
、
安
倍
首
相
が
９
月
の
内
閣
改
造
で
女
性
の
活
用
を

看
板
に
入
閣
さ
せ
た
目
玉
閣
僚
で
、
首
相
の
任
命
責
任
は
免
れ
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

小
渕
氏
の
政
治
資
金
に
関
わ
る
疑
惑
は
、
後
援
会
主
催
の
観
劇
会
を
め
ぐ
り
、
政
治
資
金
収
支
報
告
書

の
収
支
が
合
わ
ず
、
届
け
出
と
実
態
が
大
幅
に
か
け
離
れ
て
お
り
、
収
入
と
劇
場
へ
の
支
払
な
ど
に
あ
て

ら
れ
た
支
出
に
は
数
千
万
円
の
開
き
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
小
渕
氏
は
、
政
治
資
金
で
親
族
企
業
か
ら
ネ
ク
タ
イ
な
ど
を
購
入
し
、
ベ
ビ
ー
用
品
や
下
仁
田
ね

ぎ
も
購
入
し
て
お
り
、「
公
私
混
同
」
と
指
摘
も
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
倍
首
相
は
、
２
人
の
辞
任
を
受
け
、
口
先
だ
け
は
自
ら
の
任
命
責
任
を
認
め
ま
し

た
が
、
し
か
し
口
先
だ
け
の
反
省
で
済
ま
さ
れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 大東議員は一般質問で、沼田市にゆかりのある金子刀水や青木翠山、籾

山三穀、角田静竹などの芸術家の作品を保存し、広く市民に知らせ沼田市

の芸術文化の振興・発展をすすめるよう求めました。 

         教育長は、「郷土の生んだ偉大な芸術家を広く市民に

紹介し、その功績を後世に伝え、芸術文化の振興・発展

に寄与することを目的に、市民に所蔵作品の提供を呼び

かけ、展覧会を開き所蔵作品の把握に努めてきた」、こ

れからの取り組みについては、「市民が作品に触れる機

会を設け、芸術文化の振興に努めたい」と答えました。 

 

 利根町の小学校４校の再編について教育委員会は、９月に適正配置につ

いて検討する審議会を設置し、審議会は今月、利根東小、平川小、利根西

小の３校を統合することを教育委員会に答申しました。 

 教育委員会は、利根東小の場所に３校を統合した学校を置く考えを示し、

２０１６年度の統合をめざし、１１月中に地元説明会を開き、学校名など

の検討をすすめる予定です。 

 利根町の小学校の生徒数は、今年度は２００人で、同じ教室で学年がち

がう生徒が学ぶ複式学級が４校で１０学年あり、地元から統合の声が出さ

れていました。 

 

 沼田市消防団点検が１９日、沼田公園野球場で開か

れ、４７０人の団員が参

加しました。 

               秋の点検では機械器

具の点検、ポンプ繰法訓

練、中継送水・放水訓練、

分列行進などがおこな

われました。 

 第１０回上原町ふれあい作品展が１７日から１９日

までの３日間、上原町区民館で開かれました。 

 会場には、書や絵画、 

手芸、写真、色彩魚拓 

など個性あふれる２３ 

８点が展示されました。 

 今回の作品展では、 

手作りの甲冑が注目を 

集めていました。 


